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１　はじめに
　北海道における擦文文化から中・近世，アイヌ

文化の出土木製品研究は，ここ数年の調査，報告

による資料の蓄積やいくつかの研究論文などによ

り，大きな進展を果たしている。特に，千歳市美々

8 遺跡，千歳市ユカンボシ C15 遺跡，千歳市オ

サツ 2 遺跡，札幌市 K39 遺跡第 6 次調査，上ノ

国町勝山館跡，常呂町常呂川河口遺跡などの調査

に代表される木製品の大量出土で，一気にその内

容が充実した。ここで，これらの資料を集成し，

その内容を概観しておくことは重要な意味がある

ものと考えられる。まさにここ 5 年，10 年が，

資料蓄積の段階から分析・研究段階への画期とし

て捉えることが可能であり，そういった意味で三

浦による研究，木・繊維製品の集成は画期的なも

のであろう（三浦　2003，2004）。

　一方，本州においても，全国の遺跡出土木製品

の集成が行われており，木製品研究自体，汎日本

的な流れの中にあるとも言える。この背景には，

戦後の 1950 年代での考古ブーム，60 年代以降

の高度経済成長期の中での爆発的な行政発掘の増

加があり，バブルの崩壊と共にそのピークを向か

えて，現在急激に減少している発掘件数にも関連

しているのかもしれない。全国的な発掘調査件数

の増減を背景として，資料の蓄積から，資料の活

用・分析・研究へという流れがあることは確かで

ある。

　このような現状の中で，擦文文化期から近世ア

イヌ文化期に至る北海道内出土木製品の集成・分

析を実施するにあたり，これまでデータベースの

構築，木製品分類の検討を行ってきた。人との関

わりの中で「木」を考える時，それらは生活する

上で必要不可欠なツールとして人の活動に根深く

定着し，生活の根本を支えるものであると言って
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Abstract      Plant (wood and grass) materials were basic and indispensable to prehistoric people’s lives; 
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も過言ではない。木は人の生活の様々な部分に関

わりを持ち，多岐にわたる種類の遺物が存在する

ことから，分析対象としては非常に捉えにくい資

料であるという性格を持つ反面，条件を整理する

ことによって多様な視点からの分析ができる可能

性を持つ資料であるとも言える。しかしながら，

木製品研究では有効なデータの蓄積を行うための

基礎的なデータ整理方法を含め難しい問題が山積

している。というのも，発掘調査で見つかる木製

品という遺物が特殊な状況下でしか出土せず，資

料自体極めて脆弱であるという物としての性格上

の制約があり，出土する遺物の種類に偏りが生じ

ること，その絶対数が少ないこと，分析の視点が

絞りにくいことなどがその要因になっているもの

と考えられる。

　本研究では，諸先学が行ってきた研究を参考に

木製品の分類を行い，その内容を概観しつつ該期

の様相に迫りたいと考えている。最終的には，

該期における時間軸の整理，資料集成とデータ

ベースの構築を目的とするものである。

２　調査史
　1)　概観　

　北海道における木製品・繊維製品等の調査・

研究は，1930 年代の北海道式古墳調査などに始

まる。北海道式古墳

の調査は，江別市江

別古墳群，町村農場

遺跡，恵庭市茂漁古

墳群（柏木東遺跡），

札幌市発寒神社遺跡

（N19 遺 跡 ） な ど で

相次いで行われ，主

に刀剣類などの漆塗

製品などが出土して

い る。 戦 後 の 1950

年代以降には，豊富

町豊里遺跡，豊浦町

小幌洞窟遺跡，羅臼

町 ト ビ ニ タ イ 遺 跡，

合泊遺跡，根室市西

月ヶ丘遺跡，釧路市

東釧路貝塚，緑ヶ丘

6 遺跡，遠軽町寒河

江遺跡，千歳市ママチ川丸木舟遺跡，浦幌町十勝

太若月遺跡，斜里町ピラガ丘遺跡など，道内各

地で主に焼失住居などから炭化木製品・繊維製

品の出土が報告されている。1970 年代末以降に

は，開発に伴う大規模調査が増加し，千歳市美々

8 遺跡，旭川市錦町 5 遺跡，サクシュコトニ川遺

跡，千歳市ユカンボシ C15 遺跡，札幌市 K39 遺

跡第 6 次調査，上ノ国町勝山館宮の沢川右岸地点，

常呂町常呂川河口遺跡など，80 年代から 2000

年に至るまで低湿地遺跡を含む緊急調査が本格化

し，木製の遺構を含む木製品大量出土が相次いだ。

　現在，出土木製品を時間軸でみると，縄文時代

以降中近世・アイヌ期に至るまで，旧石器時代を

のぞくほぼ全ての時期の木製品が出揃っていると

言っていいだろう。

　2)　木製品出土遺跡について（第 1・2 図）
　擦文文化期から近世アイヌ文化期までで木製品

の出土が見られる遺跡は，現状でピックアップし

たところでは 67 遺跡を数える（第 1 表）。ただ

し，全ての木製品出土遺跡についてカバーしてい

るものではない。主要な遺跡については漏れ落ち

はないと思っているが，出土木製品についてその

総数を把握することは困難といわざるを得ない。

そこで，客観的に資料として分析に耐え得る資料

札幌

苫小牧

千歳

小樽

函館

旭川

帯広

釧路

網走

北見

稚内

豊里遺跡

小幌洞窟遺跡

サクシュコトニ川遺跡、
K39遺跡(6次)

西月ヶ岡遺跡

オサツ2遺跡ユカンボシC15遺跡

ウサクマイN遺跡 美々8遺跡

寒河江遺跡

北斗遺跡

ホロナイポ遺跡

錦町5遺跡 常呂川河口遺跡
栄浦第2遺跡

カリンバ3遺跡
柏木川11遺跡

香川6遺跡

ポンピラ遺跡

松法川北岸遺跡

楠遺跡

十勝太若月遺跡 東釧路貝塚

トビニタイ遺跡

二ツ岩遺跡

川西遺跡

勝山館跡

擦文・オホーツク文化、中近世の木製品が出土した主な遺跡第1図
第 1 図 　擦文・オホーツク文化，中近世の木製品が出土した主な遺跡
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第 1 表　北海道内の木製品出土遺跡及び参考文献一覧表

番号 都市名 遺跡名 調査年 文化(時代) 出土遺物など 文献 発行年 論文・著書 シリーズ名・出版
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「豊富町出土の遺物」，『河野広道ノート＜考古篇

5 ＞－金属器・土器・石器－』1984 宇田川洋編，

pp.59–65，北海道出版企画センター
遺跡の時代：縄文（早・中期），続縄文，擦文（中・

後期）
遺跡の立地：遺跡は，日本海とサロベツ原野に挟

まれた丘陵上に位置し，サロベツ川右岸に立地す

る。この丘陵は日本海に沿って南北に延びてお

り，標高は約 25–50 ｍ。丘陵の東側は，標高約

7–10 ｍ程度の湿原が広がっている。特に竪穴が

集中するのは丘陵終端部で，サロベツ川に対して

舌状に突出した，標高約 30 ｍ前後の丘陵上平坦

部縁辺である。これらの内，予備調査を含め計 6

軒の竪穴住居跡について調査が実施されている。
主な遺構：竪穴住居跡 6 軒など（内，焼失住居 2 軒）
主な遺物（擦文期）：擦文土器，紡錘車，礫，金属

製品，繊維製品（炭化），人骨など
木製品出土状況：第 4 号竪穴（焼失住居）床面か

ら，炭化繊維製品が出土。報告では，「火災によっ

て生じた竪穴内部の炭化物の中から繊維製品とし

て編目の細い布片と，0.1 ｃｍ程度の（植物性繊

維）数本を撚り合わせた繊維製品が出土」したと

ある。報告では，6 つに分けられた写真が掲載さ

を集めるために，ここでは原則として報告書にお

いて実測図及びその属性が掲載されている資料を

対象とした。報告書から知りうる資料数としては，

概ね 12,000 点を超える程度であったが，図及び

属性等比較分析に耐えるものとしては，7~8,000

点程度にとどまる。

　以下，いくつかの代表的な木製品出土遺跡につ

いて，その概略に触れておきたい。これは，今後

研究を進めていく上で，遺跡の概要やその立地，

遺跡の性格などが極めて重要なポイントとなるた

めである。

（１）豊富町豊里遺跡概要
所在地：北海道天塩郡豊富町豊里（豊富町字ア

チャルペシペ 6548–1･6，6602–11･12，7868–2，

7869–1･4，7871，7872–1･2，7874–1･4，7877

ほか）。
調査原因：北海道大学北方文化研究室による学術

調査（北海道大学）
調査期間：昭和 32 年（1957 年）9 月 4 日—9 月

13 日（昭和 30 年 9 月中旬に予備調査を実施）
調査報告書：『天塩国豊富遺跡の発掘について』，

1959.3，北海道大学北方文化研究報告 14，

番号 都市名 遺跡名 調査年 文化�時代� 出土遺物など 文献 発行年 論文・著書 シリーズ名・出版

第 1 表　北海道内の木製品出土遺跡及び参考文献一覧表（続き）
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れている。それは，4 つの塊と 2 グループに分け

られた複数の紐状の写真であるが，詳細を伺うこ

とはできない。また，昭和 27 年（1952 年）8

月に，札幌市西高等学校の生徒らによって，太刀

などを含む多数の金属製品が発見されたとの新聞

報道（昭和 27 年 9 月 8 日）がある。発見者によ

れば，植物性繊維の炭化したもの（織物，編紐，

蓆，漁網など）14 種を発掘したと伝えられている。

これにらついては，竪穴内からの発見のようだが，

発見の経緯，正確な位置，出土遺物の詳細などは

不明である。なお，これらの資料の一部は，河野

広道ノート（宇田川編 1984）に掲載されている。

これによれば，この時に見つかった繊維製品は，

ゴザ状の編物 6 種，織物 4 種，組紐を含む紐状

のもの 6 種の計 16 種が見られると記載されてい

る。この内，12 種の写真が掲載されている。

（２）小幌洞窟遺跡概要
所在地：北海道虻田郡豊浦町字礼文華小幌

調査原因：北大解剖教室調査団による学術調査（北

海道大学）
調査期間：昭和 36 年（1961 年）8 月 28 日—9

月 4 日
調査報告書：『小幌洞窟遺跡』，1963. 4，北海道

大学北方文化研究報告 18
遺跡の時代：続縄文（前半期），擦文（後期），近

世
遺跡の立地：遺跡は，太平洋に面して南南西に小

湾を形成する小幌湾に所在する。洞窟は，凝灰岩

質堆積岩から成り，東南東向きの海辺に開口部を

もつドーム型の海蝕自然洞窟である。遺跡は，昭

和 25 年（1952 年）8 月に発見され，昭和 27 年

(1954 年）9 月 14 日に北海道大学によって試掘

が行われている。
主な遺物（擦文期）：擦文土器，石器，骨角器，木

製品，金属製品など
木製品出土状況：地表下 0.25–2.0 ｍの地層で擦文

式土器が出土するとの記載があり，その範囲で出

土した遺物を擦文文化期の所産としている。これ

らの出土遺物のうち木製品は，弓 2 点，仕掛弓 3

点，木柄 5 点など計 10 点が出土したと報告され

ている（このうち 7 点について記載，6 点を図示）。

（３）根室市西月ヶ丘遺跡概要（昭和 38 年（1963

年）調査）
所在地：北海道根室市西浜町 2 丁目 147
調査原因：東京教育大学文学部史学方法論教室に

よる学術調査（東京教育大学）
調査期間：昭和 38 年（1963 年）8 月 3 日—8 月

17 日
調査報告書：『北海道根室の先史遺跡』，1966，根

室市教育委員会
遺跡の時代：擦文（後期）
遺跡の立地：遺跡は，根室半島に広がる平原台地

上に立地する。キナトイシ川の小谷に向かって突

出する三つの舌状台地に，257 軒の竪穴群が確

認されている。台地丘の標高は約 20–30 ｍ。竪

穴住居のほとんどは，舌状台地の縁端近くの平

坦面，ないしは谷を望む斜面に立地し，概ね標

高 16–24 ｍの平坦面に密集する。調査は，地形

等によって分けられた 4 グループからそれぞれ

1–3 軒が選ばれ，計 7 軒の竪穴住居について実

施されている。
主な遺構：竪穴住居跡 7 軒など（焼失住居：第 7 号，

第 120 号，第 171 号）
主な遺物（擦文期）：擦文土器，内耳土器，土製品（羽

口？），石器（砥石），金属製品，木製品（炭化），

植物遺存体（報告では，炭化したモロコシと記載）

など
木製品出土状況：第 7 号（焼失住居）から，炭化

木製品 3 点のほか，複数の炭化材，屋根材と見

られる茅状の炭化材が出土。判定方法は不明だ

が，建築用材として炭化材をサンプリングしてお

り，その大半がヤチダモで，わずかにトドマツ，

ミズナラ，クリが含まれると記載している。また，

炭化材の放射性炭素年代測定も行っており，915

± 110 BP との記載もある。

（４）苫小牧市沼ノ端丸木舟遺跡概要
所在地：北海道苫小牧市沼ノ端 7，勇払川河岸
調査原因：学術発掘調査（苫小牧市教育委員会）

調査期間：昭和 41 年（1966 年）7 月 2—10 日
調査報告書：『苫小牧市沼の端丸木舟発掘調査概要

報告書』，1966，苫小牧市教育委員会・市立苫小

牧図書館
遺跡の時代：アイヌ文化期（17 世紀初前半？）
遺跡の立地：遺跡は，ウトナイ湖に端を発する勇

払川の中流域にあたり，海岸線から約 6 km の地
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千歳市中心部は，千歳川とママチ川の氾濫原平坦

部に発達しており，かつては一面の湿地帯であっ

た。標高は約 15 ｍ前後で，丸木舟は地表下約 1.5

ｍの泥炭層上で見つかっている。発見地点は，マ

マチ川が大きく蛇行する河川攻撃面側に位置して

おり，洪水により上流部から流されてきたものと

報告されている。
主な遺物：丸木舟 1 艘，横木ほか 7 点（写真では

9 点写っているが，7 点中 2 点は中央で折れてい

ると記載されていることから 2 点は接合するも

のか？）。
木製品出土状況：この丸木舟は，下水道工事中に

発見されたもので，発見の翌日および翌々日に緊

急調査したものである。調査は，丸木舟のある範

囲のみをトレンチ状に掘削しており，転覆した状

態の丸木舟本体のほか，舟体の下（内部）および

その付近から，付属品と見られる横木等 7 点が

見つかっている。本体には，5 対 10 箇所の小孔

が確認されていることから，2 点は横木以外のも

のであろうと記載されている。先にも触れたが，

舟の付属品である櫂，棹，アカ汲みなどが見つかっ

ておらず，転覆した状態で見つかっていることか

ら，洪水などで上流から流されてきたものが本地

点に埋没したと報告している。

（６）遠軽町寒河江遺跡概要
所在地：北海道紋別郡遠軽町字向遠軽 29
調査原因：草地改良工事に伴う発掘調査（遠軽町

教育委員会）
調査期間：昭和 46 年（1971 年）5 月 6 日—5 月

23 日
調査報告書：『寒河江遺跡－擦文文化期の遺跡－』，

1972，北海道遠軽町教育委員会
遺跡の時代：擦文（後期）
遺跡の立地：湧別川と生田原川の合流地点南方約

1km，河岸段丘末端の独立丘上に立地。標高は，

83 ｍ前後。河面との比高差は約 10 ｍ。独立丘

上は，約 1,500㎡の平坦面。地表からの目視で

28 軒の竪穴住居跡が確認されている。
主な遺構：竪穴住居跡 6 軒（調査対象）
主な遺物：擦文土器，土製品 ( 紡錘車 )，石器，樹

皮製品など
樹皮製品出土状況：第 11 号竪穴住居跡床面ピット

内から，樹皮容器 1 点。ピットは，長径 51 cm，

点に所在する。遺跡周辺は平坦な河岸段丘が続き，

大きく蛇行する勇払川の右岸で係留された状態の

丸木舟 5 艘が発見された。
主な遺構：係留杭（自然木を利用）
主な遺物：丸木舟 5 艘，櫂 1 点，棹 4 点（内 1

点は 8 破片に分割）。
木製品出土状況：最初に丸木舟の存在が認識され

たのは，昭和 36 年 4 月 19 日の市民通報による

もので，翌年の発掘計画は諸事情により断念さ

れている。その後，昭和 40 年 12 月 19 日に，3

艘の舟先が明瞭に見えるとの通報を受けて，道教

委に報告するとともに現地の巡回管理を強化する

一方で，翌年の発掘調査が計画された。昭和 41

年 4 月，川縁の浸食が進んだことで 4 艘の存在

が確認され，同年 7 月に実施された発掘調査で

最終的に 5 艘の丸木舟が発掘された。丸木舟は，

地表下約 1.5 ｍ程のレベルに埋没し，水中に舟体

の半分が露出，舳先を陸側に並べ，前方に自然

木を利用した係留杭が見つかっている。0 号艇は

河川・湖沼用の丸木舟で，舟内に櫂破片が 1 点，

棹 2 点が付属。1 号艇は，河川・湖沼用の丸木舟

で，舷側内面上端に小穴約 32 箇所あり。舟内に

棹 1 点が付属（棹は 8 点に破損，柄部にイトク

パあり）。2 号艇は，板綴舟の舟敷きで付属品無し。

舷側上端に片側約 40 箇所の貫通孔あり。3 号艇

は，河川・湖沼用の丸木舟で，舷側内面上端に片

側８箇所のくぼみ穴あり。舟内に棹が 1 点，舟

の樹種はカツラとの記載あり。4 号艇は，板綴舟

の舟敷きで付属品無し。舷側上端に 60 箇所の貫

通孔。舟の樹種はヤチダモとの記載あり。発掘時，

舟内に Ta–b（1667 AD）が充満しており，火山

灰の降下により埋没したものと考えられている。

（５）千歳市ママチ川丸木舟遺跡概要
所在地：北海道千歳市朝日町 8 丁目

調査原因：下水道工事中の緊急発掘調査（千歳市

教育委員会）
調査期間：昭和 45 年（1970 年）7 月 18–19 日
調査報告書：『続千歳遺跡』，1979，千歳市教育委

員会
遺跡の時代：アイヌ文化期（16 世紀末 –17 世紀

初頭頃？）
遺跡の立地：遺跡は石狩低地帯の南部に位置し，

千歳市街地部を通るママチ川の右岸に所在する。
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短 径 30 cm， 深 さ 25 cm。

樹皮容器内には，（有機分の

濃密な）黒色腐植土が充満

していたとの記載。

（７）浦幌町十勝太若月遺跡
概要
所在地：北海道十勝郡浦幌

町 字 下 浦 幌 東 5 線 南 80，

82
調査原因：第 2 次農業構造

改善事業草地造成工事に伴

う発掘調査（浦幌町教育委

員会）
調査期間：昭和 48 年（1973

年）7 月 1 日—9 月 22 日（第

2 次調査）
調査報告書：『十勝太若月－

第 2 次発掘調査－』，1974，

浦幌町教育委員会
遺跡の時代：縄文（早，中，後，

晩期），続縄文，擦文（後期），

アイヌ
遺跡の立地：遺跡は，浦幌十

勝川に向かう標高 20–40 ｍ

の河岸段丘上の南東向き緩斜面に立地する。竪穴

住居跡は，標高 26–28 ｍの段丘縁辺部平坦面若

しくは緩斜面に集中する。
主な遺構：竪穴住居跡 16 軒（第 1 次調査 4 軒，

第 2 次調査 12 軒），土壙（擦文期 4 基）など

主な遺物（擦文期）：擦文土器，紡錘車，石器，礫，

金属製品，木製品・繊維製品（炭化）など
木製品出土状況：第 8 号住居跡の主柱穴内から柱

材（1 点）が出土。第 16 号住居跡（焼失住居）

から，炭化木製品片，柱材，炭化繊維製品，植物

遺存体などが出土。木製品は 5 点出土したと記

載されているが，図示しているのは 2 点で，椀

もしくは坏の一部であろうと記載。全てカマド脇

からの出土。繊維製品は，アンペラ状の編物，縄

状の炭化物があり，壁際から出土している。写真

では 8 点の縄状製品片が掲載されている。この

ほか，植物遺存体が土器内部などにまとまって見

つかっている。報告によれば，肉眼観察でそれぞ

れオオムギ，シソ，アワとの記載。また，礫群と

1 2
3

4
5 67

8910
11
1213

14 15

16

17
18
19

20
21 22

23

24

25
26

27

28

1.K483遺跡
2.K515遺跡
3.K523遺跡
4.K528遺跡
5.H513遺跡
6.H519遺跡
7.K113遺跡
8.K518遺跡
9.K39遺跡 6次
10. サクシュコトニ川遺跡
11.K39遺跡北大附属
　　図書館本館北東地点
12.K39遺跡 3次
13.C504遺跡
14. 後藤遺跡
15. 町村農場遺跡
16. 江別太遺跡
17. 柏木川 13遺跡
18. 茂漁 3遺跡
19. 茂漁 5遺跡
20. カリンバ3遺跡
21. ユカンボシE7遺跡
22. ユカンボシC15遺跡
23. オサツ 2遺跡
24. 末広遺跡
25. ママチ川丸木舟遺跡
26. ウサクマイN遺跡
27. 美々 8遺跡
28. 沼ノ端丸木舟遺跡

第 2 図　石狩低地帯の主な木製品出土遺跡

ともにオニグルミがまとまって見つかっている。

（８）標津町伊茶仁カリカリウス（竪穴群）遺跡
概要
所在地：北海道標津郡標津町字伊茶仁 7–1･3･7–10
調査原因：国庫補助による学術発掘調査（標津町

教育委員会，標津町広域遺跡保存調査研究会）
調査期間：昭和 52 年（1977 年）10 月 14 日—

11 月 8 日
調査報告書：『標津の竪穴－昭和 52 年度標津町内

遺跡分布調査事業発掘報告書－』，1978，北海道

標津町教育委員会
遺跡の時代：擦文（後期）
遺跡の立地：標津町は，知床半島と根室半島を結

ぶ海岸線が形づくる弧線のほぼ中央に位置し，竪

穴群は根室海峡を望む低い海岸段丘上に立地す

る。段丘下にはポー川が北流し，広大な湿原が広

がっている。段丘の標高は約 17–20 ｍ。伊茶仁

カリカリウス竪穴群は，北側斜面から東側斜面に
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カエゾマツはほとんど育成していなかったとの結

果が得られている。また，木本花粉の出現率が高

いことから，住居址は林の中に点在し，草地の面

積は少なかっただろうとしている。
主な遺構：竪穴住居跡 49 軒，土壙 5 基（内 3 基

は鍛冶遺構の可能性がある）など
主な遺物（擦文期）：擦文土器，土製品，石器，金

属製品，木製品（柱根）など
木製品出土状況：第 2 号竪穴住居址の主柱穴内か

ら，柱根 2 点が出土。内 1 点が図示。直径 53 

cm，残存長 44 cm で，全面に面取りされている。

樹種は広葉樹との記載。

（10）千歳市末広遺跡概要
所在地：北海道千歳市稲穂 2 丁目 13–15，3 丁目

1・2，4 丁目 6・7，清流 2 丁目
調査原因：市道 29 号線道路改良工事に伴う発掘

調査（千歳市教育委員会）
調査期間：昭和 55 年（1980 年）
調査報告書：千歳市文化財調査報告書Ⅶ『末広遺

跡における考古学的調査（上）』，1981，千歳市

教育委員会
遺跡の時代：縄文（早 – 晩期），続縄文，擦文，ア

イヌ
遺跡の立地：千歳市は，石狩低地帯の南部に位置

し，西の支笏湖に端を発し北流して日本海に注ぐ

石狩川支流千歳川と，伏流水を集めて太平洋に注

ぐ複数の河川を持つ。つまり，石狩低地帯の分水

嶺に位置し，古くから日本海と太平洋を結ぶ交通

の要衝にあって，連綿と人々の生活が営まれた地

域であることは広く知られているところである。

千歳市街の現地形の形成は厚く堆積する樽前山の

火山噴出物によるもので，多くの遺跡が良好に保

存されている地域でもある。末広遺跡は，石狩平

野の最南端に位置し，千歳川左岸の河岸段丘上微

高地に立地する。遺跡の標高は約 13.5 ｍ，千歳

川の水面レベルが約 10 ｍで，遺跡がある台地か

ら北側は，低地，低湿地，沼地が広がっている。

末広遺跡は，昭和 43 年（1968 年）の調査を最

初として幾度かの調査が実施されており，遺跡と

してはかなり広範囲にわたることが明らかになっ

ている。
主な遺構：竪穴住居跡 27 軒，土壙 20 基，屋外

炉など（1980 年調査分）

連続する約 2km の範囲に数十基単位で群在し，

総数 1500 軒に達する。遺跡の存在が知られたの

はかなり古く，大正 8 年（1919 年）に踏査が行

われている。1960 年代になって，相次いで調査

が行われるようになり，1970 年代の分布調査に

よって遺跡群の全体像が明らかになった。
主な遺構：竪穴住居跡 1 軒
主な遺物：擦文土器，石器，繊維製品（炭化）な

ど
繊維製品出土状況：1 号住居址（焼失住居）床面

から，炭化繊維製品（袋状編物製品；アイヌのサ

ラニプに酷似）1 点が出土。

（９）枝幸町ホロナイポ遺跡概要
所在地：北海道枝幸郡枝幸町 8021，8077，北

栄町 1060–1，8608，956–1–3，1474–1， 岬町

955–1–2，738–1–2，633–3，634–1･3
調査原因：一般国道 238 号線枝幸町地内バイパス

工事に伴う発掘調査（枝幸町教育委員会）
調査期間：昭和 53 年（1978 年）4 月 25 日—昭

和 54 年（1979 年）11 月 30 日
調査報告書：『ホロナイポ遺跡－枝幸バイパス建設

用地内埋蔵文化財発掘調査報告書－』，1980.3，

北海道枝幸郡枝幸町教育委員会
遺跡の時代：縄文，続縄文，擦文（後期）
遺跡の立地：枝幸町は，北海道北部の背陵域を形

成する北見山地の北端に位置し，市街地周辺の地

形は低丘陵から続く二つの低位段丘が発達してい

る。市街地には幌別川が流れ，その流域には広範

囲にわたって低湿地帯が広がっており，遺跡は市

街地の西を流れるホロナイポ川などによって形成

された細長い段丘上に立地する。標高は約 6–20 

ｍ。一帯の段丘上平坦部には，130 軒に及ぶ竪

穴が確認されている。遺跡周辺の古植生について

は，花粉分析により，遺跡形成時と現在の植生に

大きな違いはなかったことが判明しており，遺跡

周囲では落葉広葉樹のカシワ，ミズナラ，シラカ

ンバ，ウダイカンバ，ケヤマハンノキの林がひろ

がり，開けた陽当たりの良い場所にはタラノキ，

ススキ，ヨモギ，キク科植物，ササなどが繁る草

叢があり，沢沿いの幾分湿った場所ではハリギリ，

ハルニレ，オヒョウニレ，シナノキ，キハダ，ヤ

チハンノキ，ヤナギが多く，林の縁にはオオイタ

ドリが繁茂し，針葉樹のトドマツ，エゾマツ，ア
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主な遺物（擦文期）：擦文土器，須恵器，紡錘車，石器，

礫，金属製品，木製品（炭化）など。
木製品出土状況：IH–32 住居址（焼失住居）床面

壁際から，炭化木製品が出土。報告によると，径

2.4 cm，厚さ 1.6 cm ほどのソロバン玉を 3 つ連

ねたような形状で，中央に径 0.7 cm の貫通孔が

ある。胴部（最大副部）には幅 0.1 cm 沈線がめ

ぐり極めて丁寧な整形だが，用途は不明と記載さ

れている。報告書では実測図は掲載されているが，

写真は未掲載。『考古資料大観 11 －続縄文・オ

ホーツク・擦文文化－』（2004 年，小学館）に

は写真が掲載されており，「ミニチュア連珠状製

品」という名称で紹介されている。

（11）美深町楠遺跡概要
所在地：北海道中川郡美深町字楠 49–1 地先，52

地先
調査原因：天塩川改修事業に伴う発掘調査（北海

道教育委員会）
調査期間：昭和 55 年（1980 年）—昭和 58 年（1983

年）
調査報告書：『美深町楠遺跡－天塩川改修事業の内

楠築堤工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書－』，

1983，財団法人　北海道埋蔵文化財センター
遺跡の時代：縄文（中期），擦文（後期）
遺跡の立地：美深盆地北端，北流する天塩川の右

岸段丘上氾濫原に立地。竪穴住居群は，周辺よ

りやや高い微高地上に構築。標高は，53 ｍ前後。

周辺の山間部は，針葉樹のエゾマツ，トドマツが

大部分を占め，広葉樹ではナラが多く，山麓から

平地にかけては，カツラ，ハンノキ，ヤチダモ，

アカダモなどが分布。
主な遺構：竪穴住居跡 39 軒，土壙 1 基，溝跡 1 条（自

然形成の水路）など
主な遺物：擦文土器，紡錘車，石器，金属製品，

木製品（炭化）など
木製品出土状況：H–37（焼失住居）床面から，木

皿 1 点，樋状木製品 1 点

（12）千歳市美々８遺跡概要
所在地：千歳市美々 1714，1292–381 他
調査原因：新千歳空港建設に伴う発掘調査（北海

道教育委員会）
調査期間：昭和 56 年（1981 年）—平成 4 年（1992

年），1 次 –9 次
低湿地部：平成元年（1989 年）—平成 4 年（1992

年）まで
調査報告書：美沢川流域の遺跡群 XIV–XVIII，XX
遺跡の時代：擦文文化期，中・近世アイヌ文化期
遺跡の立地：石狩低地帯，分水嶺の南側（太平洋

側），美沢川上中流域左岸台地及び低湿地部。美

沢川は，ウトナイ湖に注ぐ美々川の西上水源。標

高は，台地部で 20 ｍ前後，低湿地部で 2.5–6.0 ｍ。

低湿地部からは，舟着場，物送り場などの遺構と

ともに近世アイヌ期の膨大な量の木製品が出土。
主な遺構：小規模なアイヌ集落，道跡，舟着場，

建物跡（家屋や舟着場の小休所など），物送り場，

炉跡など
主な遺物：擦文土器，陶磁器，石器・石製品，金

属製品，木製品・繊維製品，骨角器，ガラス玉，動・

植物遺存体など

（13）根室市西月ヶ丘遺跡概要（昭和 57 年（1982
年）調査）
所在地：北海道根室市西浜町 6 丁目 4・5
調査原因：道路改良工事に伴う発掘調査（根室市

教育委員会）
調査期間：昭和 57 年（1982 年）7 月 11 日—9

月 1 日，9 月 19 日—9 月 30 日
調査報告書：『根室市西月ヶ丘遺跡発掘調査報告

書』，1983.3，根室市教育委員会
遺跡の時代：擦文（後期）
遺跡の立地：遺跡の立地については前述。1974

年の分布調査報告では，1963 年の分布調査範囲

よりも更に北側に遺跡が広がっていることが確認

されている。また，1976 年に国指定史跡となっ

ている（6 丁目 9 番地；136,876 ㎡）。調査では，

竪穴住居跡床面からサンプリングした試料を使用

して花粉分析を行っており，木本類では，マツ属，

モミ属，トウヒ属，コナラ属，カバノキ，ハシバ

ミ属，クマシデ属，ハンノキ属，ニレ—ケヤキ属，

エゴノキ科，ツツジ科が出現している。この結果

から，遺跡周辺の植生は，イネ科やヨモギ属の優

先する草原があり，湿地にはハンノキ林，遺跡周

辺はモミ属にコナラ亜属などの落葉広葉樹が混じ

る，汎針広混交林が広がっていたと推定している。
主な遺構：竪穴住居跡 4 軒，土坑，柱穴など
主な遺物（擦文期）：擦文土器，土製品，礫，金属
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ニグルミ 1，ヤナギ 16，ウダイガンバ 1，イタ

ヤカエデ 1，同定不能 13（実測図掲載木製品を

除く）。

（15）松前町札前遺跡概要（第 1 地点）
所在地：北海道松前郡松前町字松前 368，375
調査原因：国道 228 号線改良拡幅工事に伴う緊急

発掘調査（松前町教育委員会）
調査期間：昭和 58–59 年（1983–84 年）
第 1 地点：昭和 59 年 4 月 9 日—9 月 13 日
第 2・3 地点：昭和 58 年 6 月 15 日—8 月 3 日
調査報告書：『札前－国道 228 号線改良拡幅工事

に伴う緊急発掘調査報告書－』，1985，北海道松

前郡松前町教育委員会
遺跡の時代：縄文（前期），擦文（後期）
遺跡の立地：遺跡は，海食崖が発達する渡島半島

松前町西部の海成段丘上に立地する。遺跡周辺

では 5 段の段丘面が見られ，札前遺跡はこのう

ち第 3 段丘（旧汀線 25–30 ｍ）の崖端部に位置

し，標高約 22–24 ｍの平坦部に竪穴群が分布す

る。この地方の地形，地質的特徴でもあるが，扇

状地や低地に発達するような大きな河川はなく，

遺跡付近には段丘を貫流する小河川があるのみで

ある。周辺植生については，花粉分析が行われて

いる。報告によれば，遺跡周辺にはミズナラ，コ

ナラ，ハルニレ，ブナ，シナノキ，カエデ，サワ

シバ，ハンノキを主とした冷温帯林が分布してい

たが，樹木花粉の出現率は極めて低く，遺跡のあ

る台地上には樹木がほとんど育成していなかった

か，カシワ，コナラを主とした疎林がわずかに分

布していたのみであろうと報告されている。その

要因として，雑穀農耕，鉄加工作業（薪炭材の調

達）による伐採をあげている。
主な遺構：竪穴住居跡 33 軒（第 1 地点），掘立柱

建物跡（平地式住居），土坑，柱穴，鍛冶遺構（精

錬製鉄？）など
主な遺物（擦文期）：擦文土器，須恵器，紡錘車，羽口，

石器，礫，金属製品，鉄滓，木製品（炭化）など

のほか，植物遺存体では，炭化雑穀のほか炭化米

が出土。
木製品出土状況：第 3 号住居址（焼失住居）床面

から，（椀状の）炭化木製品片 2 点が出土。同一

個体と思われると記載。

製品，木製品（炭化）など
木製品出土状況：1 号住居址（焼失住居）床面か

ら，炭化木製品（皿状木製品；刳り皿）1 点が出

土。このほか，覆土中より屋根材と見られる割板

材，多量の炭化葺草が検出されている。また，住

居材としている炭化材について樹種鑑定を行って

おり，鑑定の結果，イチイ，トドマツ，エゾマツ，

ホオノキ，アサダなどが報告されている。

（14）旭川市錦町 5 遺跡概要
所在地：北海道旭川市川端町 4 条 9・10 丁目
調査原因：旭川市川端土地区画整理事業に伴う発

掘調査（旭川市教育委員会）
調査期間：昭和 57–58 年（1982–83 年）

（木製品が出土した埋没河川部の調査は昭和 58

年（1983 年））
調査報告書：北海道旭川市埋蔵文化財発掘調査報

告第 3 輯『錦町 5 遺跡』，1984，旭川市教育委

員会
遺跡の時代：擦文（中期）
遺跡の立地：旭川市は，北海道のほぼ中央にあた

る川上盆地に位置している。市街地は，複数の河

川が合流する低位段丘上に開けており，古くから

遺跡が密集している地域であることが知られてい

る。遺跡は，石狩川右岸の低位段丘上微高地に立

地し，石狩川にそそぐ小河川沿いに残されてい

る。標高は約 105 ｍ前後。神居古潭の竪穴住居

址群として北海道指定史跡となっている範囲に

は，200 軒以上の竪穴が確認されている。
主な遺構：竪穴住居跡 7 軒（内 1 軒は鍛冶遺構），

ヤナ状遺構など
主な遺物：擦文土器，須恵器，紡錘車，土鈴，羽口，

石器，石製品，礫，金属製品，鉄滓，木製品など。
木製品出土状況：旧河道（埋没河川）から，木材

の集積（ヤナ状遺構）が検出され，多数の土器，

石器とともに木製品が出土した。報告書に実測図

が掲載されている木製品は 29 点（属性表は 28

点）。斧柄，丸木杭，板材，割材，木端，樹皮巻

などが出土。図を掲載した木製品以外にも，加

工痕のある木片があるとの記載。これらのうち，

102 点について樹種同定を実施。樹種構成は以

下のとおり。針葉樹；トドマツ 3，広葉樹；ハル

ニレ 7，ヤチダモ 7，ヤマグワ 1，イヌエンジュ 2，

ミズナラ 1，ヤチハンノキ 37，ドロノキ 12，オ
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（16）常呂町栄浦第二遺跡概要
所在地：北海道北見市常呂町字常呂，字岐阜，字

栄浦
調査原因：道道サロマ湖公園線緊急道路整備事業

に伴う緊急発掘調査（常呂町教育委員会）
調査期間：平成 2 年（1990 年）– 平成 5 年（1993 年）

平成 3 年度（1991 年度）4 月 22 日—11 月 16

日
調査報告書：『栄浦第二・第一遺跡』，1995，北海

道常呂町教育委員会
遺跡の時代：縄文（中期），続縄文，オホーツク，

擦文
遺跡の立地：遺跡は，オホーツク海に沿って東

西に伸びる砂丘上に立地する。この砂丘上には，

2,500 軒以上の竪穴住居跡が確認されており，昭

和 49 年に史跡指定を受けている。その後も追加

指定などを受け，史跡常呂遺跡として平成 3–5

年度に史跡整備が行われている。この付近の地形

は海成段丘からなり，主に，段丘，砂丘・砂堤，

後背湿地等で構成される。遺跡は，東西に伸びる

高位段丘，及びその北側を流れるライトコロ川と

オホーツク海に挟まれた沖積段丘，及び砂丘上に

広がっている。平成 3 年度に調査された擦文期

の集落は，ライトコロ川に近接する微高地や低地

（標高 2–3 ｍ）で検出されている。
主な遺構（擦文期）：竪穴住居跡 8 軒（平成 3・4

年度調査分）など
主な遺物（擦文期）：擦文土器，紡錘車，石器，礫，

金属製品，炭化木製品，炭化樹皮製品？など
木製品出土状況：32 号竪穴（焼失住居）から，炭

化した不明木製品片（炭化材？）2 点が出土。

45 号竪穴床面から，筬 3 点，棒状製品片 7 点，

その他織機関連と見られる製品片などを含む木製

品片が 10 点，樹皮製品片が 3 点出土している（い

ずれも炭化）。この住居跡では，建材と見られる

炭化材の樹種同定を行っており，広葉樹，コナラ

節の一種，ヤナギ属，アサダ，キハダ，ハンノキ

属，トネリコ属が同定されている。

（17）釧路市北斗遺跡概要
所 在 地： 北海道釧路市北斗 2–4・14–21・24・

25，3–2・6・11，4–1・2，6–3・7・8 ほか
調査原因：史跡整備事業に伴う発掘調査（釧路市

教育委員会）

調査期間：平成 3 年（1991 年）6 月 11 日—10

月 26 日（第 2 次調査）
調査報告書：『釧路市北斗遺跡Ⅱ－史跡北斗遺跡保

存整備事業に伴う発掘調査報告書－』，1992.3，

北海道釧路市教育委員会
遺跡の時代：旧石器，縄文（早—晩期），続縄文，

擦文（後期），アイヌ文化期
遺跡の立地：北斗遺跡は，釧路湿原に面して東西

方向に幅 2.5 km，奥行き 0.5 km の範囲におよび，

このうち東側 233,741 ㎡が国指定史跡となって

いる。標高約 10–25 ｍの台地上には，縄文期—

擦文期の住居跡 338 軒が確認されている。第 2

次調査は，史跡内東端部の舌状台地で実施。こ

の台地では，円形・楕円形竪穴 31 軒，方形竪穴

26 軒が確認されており，このうち 9 軒の擦文期

竪穴住居跡を調査。調査地点は，釧路湿原西縁の

台地上に位置し，南西向き舌状台地の平坦部及び

緩斜面に立地。標高約 17–22 ｍ。湿原周縁の丘

陵地では，ほぼすべての林がかつて伐採されてお

り，天然林はほとんど見られない。かつての植生

（天然林）は釧路から根室にかけての台地上にあ

る自然公園などに見られ，ミズナラ，シナノキ，

ハリギリ，エゾイタヤ，ハルニレなどの落葉広葉

樹種と，エゾマツ，トドマツなどの針葉樹種がさ

まざまの割合で混交している。
主な遺構：竪穴住居跡 9 軒など
主な遺物（擦文期）：擦文土器，石器，金属製品，

木製品・繊維製品（炭化）など
木製品出土状況：第 20 号（焼失住居）から，炭

化木製品 4 点のほか，複数の炭化繊維製品（報

告では，衣類の一部と見られるもの，縄状のもの，

糸，編み籠などと記載。報告書写真では 6 種類

を掲載），屋根材と見られる炭化材（ヨシ）が出土。

カマドの周りにコの字状に配置された炭化板材

が見つかっている（最大で長さ 150 cm，幅 30 

cm，厚さ 1.5 cm）。第 21 号（焼失住居）床面か

ら，炭化木製品 6 点が出土。

（18）千歳市ユカンボシ C15 遺跡概要
所在地：千歳市長都
調査原因：道路（北海道横断自動車道）建設に伴

う発掘調査（北海道教育委員会）
調査期間：平成 8 年（1996 年）—平成 10 年（1998

年）
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（20）上ノ国町勝山館跡（宮ノ沢川右岸地区調査
地点）概要
所在地：北海道檜山郡上ノ国町字大留 100
調査原因：史跡整備事業に伴う発掘調査（上ノ国

町教育委員会）
調査期間：平成 11 年（1999 年）
調査報告書：『史跡上之国勝山館跡 XXI　平成 11

年度発掘調査環境整備事業概報』，2000，上ノ国

町教育委員会
遺跡の時代：中世，近世
遺跡の立地：勝山館跡は，上ノ国市街地の南西に

位置する。標高 75–120 ｍ前後の北西に向かっ

て延びる台地上平坦面に館跡があり，台地の東西

は小河川によって開析された谷に挟まれている。

台地の背後（東）には標高 159 ｍの夷王山があり，

その東麓には夷王墳墓群が所在する。台地の東側

を開析しているのが宮ノ沢川で，宮ノ沢川右岸地

区調査地点は河口部付近，館跡主体部の東側の直

下で，いわゆる城下町にあたる。調査地点は，侍

屋敷として伝えられ，館中心部を含めこれまでに

中近世の膨大な資料が発掘されている。特に，同

調査地点では，駒ヶ岳 d 火山灰（Ko–d，1640 年

降灰）の堆積層下で，多数の陶磁器とともに木製

品が検出されており，慶長期の遺物群であるとさ

れている。

なお，勝山館跡は，1977 年に国指定史跡となり，

1979 年以降，継続して史跡整備事業が行われて

いる。
主な遺構：土壙，沢跡，杭列，石積みなど（宮ノ

沢川右岸地区）
主な遺物：陶磁器，金属製品，木製品，骨角器，

ガラス玉など（宮ノ沢川右岸地区から出土した木

製品は，1,000 点以上との記載があるが，詳細は

不明。宮ノ沢川右岸地区以外の調査地区でも，数

百点の木製品が出土しているようだが詳細は不

明。）

３　木製品分類について 

　１）木製品の分類の問題点
　木製品基礎研究の最大の問題点は，その分類基

準の設定の難しさにあると言っても過言ではない

だろう。木製品研究の第一人者である山田や三浦

が指摘するように，木質遺物は用材差や加工技術

により形状に違いが生じること，再利用・再加工

調査報告書：ユカンボシ C15 遺跡 (1)–(6)
遺跡の時代：旧石器時代，縄文時代中・後期，続

縄文文化期，擦文文化期，アイヌ文化期
遺跡の立地：石狩低地南東部，千歳川中流域の湿

地帯，長都沼（オサツトー）に流れ込むユカンボ

シ川下流部の微高地及び低湿部。現在は長都沼の

姿はなく，ユカンボシ川も改修工事等により整備

が進められ，当時の景観はほとんどない。標高は，

微高地で 8–9 ｍ，低湿部で 6.0 ｍ前後。微高地

上及び河川内からは，擦文から近世に至る各期の

集落，膨大な量の木製品が出土。特に擦文期の木

製品は，質・量とも他に類をみない。
主な遺構（擦文文化期以降）：周溝のある墓，土壙墓，

住居跡，建物跡，鍛冶遺構，送り場，道跡，杭列

など
主な遺物（擦文文化期以降） ：擦文土器，青磁皿，

金属製品，木製品・繊維製品，骨角器，ガラス玉，

動・植物遺存体など

（19）札幌市 K39 遺跡第 6 次調査概要
所在地：札幌市北区北 18・19 条西 11–13 丁目

調査原因：環状通整備事業（環状通エルムトンネ

ル建設）に伴う発掘調査（札幌市教育委員会）
調査期間：平成 8 年（1996 年）—平成 11 年（1999

年）
調査報告書：K39 遺跡第 6 次調査
遺跡の時代：続縄文文化期，擦文文化期，中・近

世文化期
遺跡の立地：石狩低地北部，石狩川河口部に注ぐ

豊平川によって形成された扇状地の末端，旧琴似

川中流域サクシュコトニ川沿いの自然堤防上微高

地及び埋没河川。擦文期から近世に至る 7 文化

層が確認されている。特に擦文期で 6 文化層が

検出され，集落・土器の変遷が細かく追える。こ

のうち 4 時期に対応する木製品が層位的に出土

しており，魚止め様の杭列，舟着場的な遺構も検

出されている。標高は，微高地で 9–11 ｍ，埋没

河川部で 6–8 ｍ前後。
主な遺構：住居跡 55 軒，炉跡，鍛冶遺構，杭列

など
主な遺物：擦文土器，石器・石製品，金属製品，

木製品・繊維製品，骨角器，ガラス玉，動・植物

遺存体など
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により製品がさらに別器種に転換する，あるいは

本来の用途・加工後の用途が不明になる例が少な

くないこと，様々な素材を組み合わせて製品を作

ることが容易であること，北海道が極めて特殊な

地域性を持っていること，交易により製品や製品

以外の多様な木質遺物が流入することなど，多く

の要素が複雑に絡み合うことによって，ある一定

の基準に基づいた分類作業を困難にしている状況

が存在する。

　木製品の基礎研究を体系的に実施するために

は，木製品の持つ技術的側面と性格的側面を切り

離して考える必要がある。木製品が持っている人

の生活・活動に対する浸透範囲は，土器や石器，

鉄器などに比して極めて広いものと言える。木製

品がその背景に持っている技術的側面と性格・機

能的側面とは，その多様さ故にそれぞれ独立的な

世界観が構築されていると言って良いであろう。

　２）木製品の分類
　木製品利用のサイクルはそれ自体単純ではある

が，素材の性質や植生，広範な利用範囲，地域差

と技術差，個人や社会の意志などの諸要素が絡む

ことによって，極めて複雑な様相を呈する。考古

遺物を整理・分析していく上では，基本的には他

の考古遺物同様，計画立案，材入手，製作・生産，

使用・利用，廃棄といった流れ（第 3 図）を軸

として整理する必要があるが，木製品の場合，基

本的な枠組みに多種多様なフィルタを掛けていか

なければならない。

　研究の基本となるのは基礎データ構築と分類基

準の整理であるが，ベースとなる分類基準につい

ては基本的には器種レベル及びひとつ上位のカテ

ゴリーを基軸として，全てを網羅していくことが

最も望ましいだろう。もちろん現時点で全ての木

製品（器種）を網羅することは不可能であるが，

今後の新資料の組み込みを容易にする分類枠をつ

くることが必要となる。

　今回提示した木製品分類は，分類３（道具群レ

ベル）の 26 群を基軸としている。これは，木製

品の使用・利用に視点を置いた分類であり，生活

の様相，遺跡（集団）の性格などを知る手がかり

となるものと考える。分類４（器種・部材）では，

現時点で遺物として確認はされていないが，存在

するであろうと推定されるものもいくつか設定し

ており，器種が判別可能な部材・破片を含め，計

213 器種となっている。道具群レベルで重複す

るものが出てくるなど若干の検討課題が残ってい

るが，それぞれの内容については以下のとおりで

ある（第 2 表）。

分類 1：人間活動の基本単位として，以下の 5 目

を設定した。

小集団（個・家族を単位として捉えられるもの），

中集団（個・家族，集落を単位として捉えられる

もの），大集団（家族，集落を単位として捉えら

れるもの），集団間（集落，国家を単位として捉

第 3 図　木材利用概念図
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幣(

第 2 表　木製品分類表
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慣習に関するもの。24．移入品：木札，竹材など，

外交・交易によってもたらされたと考えられる製

品・部材類。25．その他，素材，加工材，製材，

部材など，用途は不明だが特定の形態や加工を有

するもの。26．用途不明材：加工材ではあるが，

その用途が全く不明なもの。

分類４は，個々の記載は省略するが，種類，名称

等については第 1 表のとおりである。原則，各

報告書で記載されている器種名を使用している

が，中には統廃合しているものも存在する。器種

の名称・呼称については，考えられ得る限りにお

いて報告者の意図を損なわないよう，また元デー

タとの整合性が損なわれないよう配慮したもので

ある。現状で 213 種と前述したが，ここで取り

上げられなかった器種や新発見の器種，既存の不

明材の用途などが新たに判明した場合など，当然

組み入れていくことになる。また，検討の余地を

残している部分も多々あり，今後も全体の構成を

含めて更に検討を重ねていく必要がある。

4　出土木製品の概要
　１）時代別木製品出土量
　ここで扱った資料は，発掘調査報告書において

実測図版または写真図版として掲載されたものを

使用している。資料数は，29 遺跡合計で 7,477

点である（第 4 図）。内訳は，第 3 表のとおりで

ある。これらを時期別で集計すると，擦文文化期

が 2,049 点（27.4％）（第 5 図），中世アイヌ文

化期が 828 点（11.1％）（第 6 図），近世アイヌ

文化期が 4,600 点（61.5％）（第 7 図）である。

　２）テーマ別分類による比較
　これらの出土木製品について，製品使用・利用

という観点から，（１）日常生活・習慣，（２）生

業 1（狩猟・漁撈），（３）生業 2（農耕），（４）

信仰・祭祀・儀礼，（５）外交・交易（・交通）

の５つのテーマを設定し（第 4 表），各時期の比

較を試みた。その結果は，第 5 表のとおりである。

　３）出土木製品属性一覧表（第 6 表）
　第 6 表に，北海道内出土木製品（擦文文化期 –

近世（アイヌ）文化期）の属性一覧表を掲載した。

データ収集の方針は前述したが，今回は資料の客

観性を保持するため，報告書等に実測図または写

えられるもの），その他の５項目を設定した。

分類２：人間活動における生活レベルでの単位と

して，分類１を９項目に細分した。

ａ１（衣に関するもの），ａ２（食に関するもの），

ａ 3（住に関するもの），ｂ１（労働に関するもの；

生業），ｂ２（移動手段に関するものとして陸上・

水上の２種を含む），ｃ（習俗に関するもの），ｄ

（外交・交易に関するもの），ｅ（その他；加工材）。

分類 3：人間活動において使用される木製道具の

基本単位を道具群として，分類２を 26 群に細分

した。

1．編物・織物：編物，織物，敷物，袋，帯など，

主に繊維製品が主体となる。2．装身具：櫛，帯

留め，檜扇など，主に身につける飾り物を主体と

する。3．嗜好具・玩具：キセル，たばこ入れ，

根付け，茶筅，羽子板などの嗜好品，玩具などを

主体とする。4．携帯具：山刀，刀子など，（基

本的には）個人が携帯すると考えられるものを主

体とする。5．紡織具：機織り機など，編物，織

物に関する道具類を主体とする。6．食用具：椀，

容器，皿，箸，串など，食用に使用されるものを

主体とする。7．調理具：篦，杓子，まな板など，

調理に使用されるものを主体とする。8．建築具：

各種建材類を主体とする。木製の遺構を構成する

材を含む。9．家財具：曲物，箱物，折敷，樽・桶，

漆器，容器，炉鉤など，いわゆる家財と考えられ

るものを主体とする。10．工作具：斧柄，槌，掛矢，

台，楔など，工作・大工作業などに使用される

ものを主体とする。11．結束具：樹皮製結束具，

縄・紐などの結束具類。12．発火具：火きり杵，

火きり臼，樹皮巻など。13．狩猟具：弓矢，矢

中柄，矢筒，仕掛け弓，罠材など狩猟に関するも

の。14．漁撈具：ヤス，銛，中柄，叩き棒，浮

子など漁撈に関するもの。15．採集具：土掘り

棒など，採集活動に関するもの。16．農耕具：

杵，臼，鍬，穂摘具など，農耕作業に関するもの。

17．家畜用具：家畜小屋（材），餌箱など，家畜

飼育などに関するもの。18．歩行具：草履，下

駄，かんじきなどの歩行具。19．馬具。20．運

搬具：橇など，運搬に使用される道具。21．舟

用具：河川用，海洋用を含む舟に関する道具・部

材類。22．祭祀・儀礼具：イナウ，イクパスイ，

花矢，宝刀，斎串，形代，人形など，祭祀・儀礼

に関するもの。23．慣習具：制裁棒など，習俗・
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第 4 図　分類別木製品出土量グラフ（総数）
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真図版が掲載されているものに絞って提示した。

掲載資料数は 6,990 点で，表の末尾に分類を示

してある。

5　結び
　１）考察
　時間軸での状況を見てみると，擦文文化期から

近世アイヌ文化期までほぼ同様のライン（出現率）

を辿ることがわかる。特に擦文文化期と中世アイ

ヌ文化期については，祭祀・儀礼具を除くと極め

て近い状況が伺える。相違点が顕著となるのは，

近世アイヌ文化期に至って，建築具（主に建材類）

が減少する点，中世アイヌ文化期まではほとんど

皆無であった樽・桶類が出現する点，漁撈具に比

べ狩猟具が減少する点など，非常に興味深い状況

がその出現率からだけでも見えてくる。このよう

に，個別の木製品種について細かく見ていくと，

それぞれの差・特徴をうかがうことができる。

　これに対し，先に設定した 5 つのテーマ別分

類に基づいた比較を見てみると，全く別の興味深

い結果が得られた。第 5 表の上段は，各時期の

総点数に対する各テーマ別の出現率であるため，

それぞれに数値の差が認められる。これは，テー

マ外の木製品点数の差で，特に加工材などの木製

品の有無にその違いが現れている。とは言え，テー

マ外の木製品のパーセンテージもまた，興味深い

数値を示している。これにも増して興味を引くの

は下段の数値である。これは，テーマ外の木製品

を除いた出現率であるが，驚くほどにその差が見

られない。中世アイヌ文化期の信仰・祭祀・儀礼

グループにやや差が見られるのと，外交・交易グ

ループに増加傾向が見られる以外は，ほぼ横並び

と言って良い。

　この結果から言えることは，生活の基本を成す

木製道具の単位・種類では，その文化的な様相の

移り変わりに大きな変容はなく，時間軸としては

第 3 表　遺跡別木製品出土数
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第 5 図　分類別木製品出土量グラフ（擦文文化期）

第 6 図　分類別木製品出土量グラフ（中世［アイヌ］文化期

第 7 図　分類別木製品出土量グラフ（近世［アイヌ］文化期
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連続性が認められるといってよいだろう。個々の

要素を抽出していくとその差が顕著になる部分も

あるが，それらは遺跡の性格という要素が重要な

意味を持ってくる。

　総括的には，生活に密着した木製品の使用・利

用という観点から見た擦文文化期から近世アイヌ

文化期に至る各集団の様相という点では，時間軸

による顕著な差は認められず，逆にその連続性が

顕著に現れた結果となった。このことは，文化的

な変容が緩やかに進行したことを意味するもので

あり，逆に言えばアイヌ文化的な諸様相は擦文時

代に辿ることができ，その変容は時代を追うごと

に本州の動向に影響を受けつつも，独自の文化を

営んできたことを示唆するものと考えられる。

　２）まとめと課題
　本報告は，遺跡出土木製品を研究対象とする上

で，最も基本的な部分を整理したものである。今

後，このデータを元にして更に分析の視点を広げ

ていかなければならない。今回は，言わばそのベー

スになる部分，木の利用全体の中のある一部分を，

時期を限定してスライスし，その結果から何が見

えてくるかといった目的で試みたものである。分

類・比較とも，木製品という遺物のサイクル（木

製品製作の意志決定から廃棄まで）の中では，そ

の一部分に焦点を当てているにすぎない。今後，

より細部に至る分析・検討が必要であるが，総体

的な傾向としては，その様相の一端を伺うことが

できた。

　木製品の研究では，取り組むべき様々な課題が

山積している。それらを地道に解決していく作業

が必要なことは言うまでもないが，今回考えさせ

られたことの一つに，点数による比較の限界があ

る。一口に木製品といっても，膨大な種類と形態

が存在するために，点数での比較ではイメージ的

にわかりにくい部分があると思うのである。そう

いった部分もひとつ今後の課題としたいと考えて

いる。
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追　記

　本報告脱稿後，「財団法人北海道埋蔵文化財セ

ンター　2008，『千歳市キウス 5 遺跡（8）』（財）

北海道埋蔵文化財センター調査報告書　第 251

集」を手にした。この報告書は，2003 年及び

2006 年の調査分についての同遺跡の発掘調査報

告書であるが，同遺跡低位部の河川堆積層中から，

木製品 304 点が出土したと報告されている。こ

のうち，縄文時代に属する木製品 48 点，擦文〜

アイヌ文化期に属する木製品 256 点が掲載され

ている。更に，この報告では，現在進行中のプロ

ジェクト「遺跡出土木製品データベースの構築」

（代表：伊東隆夫・山田昌久）による「日本列島

出土木製品分類案」を基に加筆された北海道独

自案「日本列島出土木製品分類　北海道関係」が

公表されている（財団法人北海道埋蔵文化財セン

ター，2008，『千歳市キウス 5 遺跡（8）』（財）北

海道埋蔵文化財センター調査報告書　第 251 集，

pp.136–137）。

　このプロジェクトの存在は認識していたが，「日

本列島出土木製品分類案」については実見してい

なかった。現時点で，プロジェクト「遺跡出土木

製品データベースの構築」の「木製品分類」につ

いてその詳細を知り得ていないが，それと今回の

「千歳市キウス 5 遺跡（8）」の報告書刊行により，

日本及び北海道における「遺跡出土木製品分類」

は統一的に整備されたと言える。

　若干の課題は残されているようだが，今後は，

この木製品分類を使用して木製品研究を進めてい

くべきものと考えられるため，本報告で使用して

いる分類・属性表などについて，根本的に再構成

をしていく必要があると考えている。
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第 4 表　木製品分類表（テーマ別）

第 5 表 –1　テーマ別木製品出現率

擦文 2049 中世 828 近世 4600

A 日常生活・習慣 798 38.95% 397 47.95% 2409 52.37%
B 生業1（漁撈・狩猟） 280 13.67% 153 18.48% 922 20.04%
C 生業2（農耕） 8 0.39% 5 0.60% 28 0.61%
D 信仰・祭祀・儀礼 88 4.29% 71 8.57% 282 6.13%
E 外交・交易 107 5.22% 68 8.21% 538 11.70%

1281 62.52% 694 83.82% 4179 90.85%

A 日常生活・習慣 798 62.30% 397 57.20% 2409 57.65%
B 生業1（漁撈・狩猟） 280 21.86% 153 22.05% 922 22.06%
C 生業2（農耕） 8 0.62% 5 0.72% 28 0.67%
D 信仰・祭祀・儀礼 88 6.87% 71 10.23% 282 6.75%
E 外交・交易 107 8.35% 68 9.80% 538 12.87%

1281 100.00% 694 100.00% 4179 100.00%
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第 5 表 –2　テーマ別木製品出現率 ( 道具群［分類 3］別）

第 5 表 –3　テーマ別木製品出現率 ( 道具群［分類 3］別）

擦文～近世（アイヌ）文化期における分類群別木製品組成
分類3＋分類A（日常生活・習慣）
擦文文化期 A=798/2093 38.13% 中世（アイヌ）文化期 A=397/828 47.95% 近世（アイヌ）文化期 A=2409/4600 52.37%

分類群 点数 割合 分類群 点数 割合 分類群 点数 割合
1 編・織物 4 0.50% 1 編・織物 0 0.00% 1 編・織物 2 0.08%
2 装身具 5 0.63% 2 装身具 0 0.00% 2 装身具 8 0.33%
3 嗜好具 0 0.00% 3 嗜好具 0 0.00% 3 嗜好具 7 0.29%
4 携帯具 8 1.00% 4 携帯具 4 1.01% 4 携帯具 86 3.57%
5 紡織具 20 2.51% 5 紡織具 1 0.25% 5 紡織具 40 1.66%
6 食用具 152 19.05% 6 食用具 84 21.16% 6 食用具 530 22.00%
7 調理具 42 5.26% 7 調理具 23 5.79% 7 調理具 100 4.15%
8 建築具 188 23.56% 8 建築具 88 22.17% 8 建築具 196 8.14%
9 家財具 96 12.03% 9 家財具 60 15.11% 9 家財具 432 17.93%
10 工作具 59 7.39% 10 工作具 35 8.82% 10 工作具 237 9.84%
11 結束具 32 4.01% 11 結束具 6 1.51% 11 結束具 129 5.35%
12 発火具 44 5.51% 12 発火具 16 4.03% 12 発火具 81 3.36%
13 狩猟具 13 狩猟具 13 狩猟具
14 漁撈具 14 漁撈具 14 漁撈具
15 採集具 15 採集具 15 採集具
16 農耕具 16 農耕具 16 農耕具
17 家畜用具 0 0.00% 17 家畜用具 0 0.00% 17 家畜用具 0 0.00%
18 歩行具 12 1.50% 18 歩行具 2 0.50% 18 歩行具 59 2.45%
19 馬具 0 0.00% 19 馬具 0 0.00% 19 馬具 0 0.00%
20 運搬具 0 0.00% 20 運搬具 0 0.00% 20 運搬具 0 0.00%
21 舟用具 130 16.29% 21 舟用具 73 18.39% 21 舟用具 456 18.93%
22 祭祀・儀礼具 22 祭祀・儀礼具 22 祭祀・儀礼具
23 慣習具 0 0.00% 23 慣習具 0 0.00% 23 慣習具 3 0.12%
24 移入品 6 0.75% 24 移入品 0 0.00% 24 移入品 38 1.58%
25 加工材 0 0.00% 25 加工材 5 1.26% 25 加工材 4 0.17%

分類3＋分類B（生業1：狩猟・漁撈）
擦文文化期 B=280/2093 13.38% 中世（アイヌ）文化期 B=153/828 18.48% 近世（アイヌ）文化期 B=922/4600 20.04%

分類群 点数 割合 分類群 点数 割合 分類群 点数 割合
1 編・織物 1 編・織物 1 編・織物
2 装身具 2 装身具 2 装身具
3 嗜好具 3 嗜好具 3 嗜好具
4 携帯具 5 1.79% 4 携帯具 4 2.61% 4 携帯具 86 9.33%
5 紡織具 5 紡織具 5 紡織具
6 食用具 6 食用具 6 食用具
7 調理具 7 調理具 7 調理具
8 建築具 0 0.00% 8 建築具 0 0.00% 8 建築具 0 0.00%
9 家財具 9 家財具 9 家財具
10 工作具 10 工作具 10 工作具
11 結束具 11 結束具 11 結束具
12 発火具 12 発火具 12 発火具
13 狩猟具 56 20.00% 13 狩猟具 32 20.92% 13 狩猟具 111 12.04%
14 漁撈具 89 31.79% 14 漁撈具 44 28.76% 14 漁撈具 269 29.18%
15 採集具 15 採集具 15 採集具
16 農耕具 16 農耕具 16 農耕具
17 家畜用具 17 家畜用具 17 家畜用具
18 歩行具 18 歩行具 18 歩行具
19 馬具 19 馬具 19 馬具
20 運搬具 20 運搬具 20 運搬具
21 舟用具 130 46.43% 21 舟用具 73 47.71% 21 舟用具 456 49.46%
22 祭祀・儀礼具 22 祭祀・儀礼具 22 祭祀・儀礼具
23 慣習具 23 慣習具 23 慣習具
24 移入品 24 移入品 24 移入品
25 加工材 25 加工材 25 加工材
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擦文～近世（アイヌ）文化期における分類群別木製品組成
分類3＋分類D（信仰・祭祀・儀礼）
擦文文化期 D=88/2093 4.20% 中世（アイヌ）文化期 D=71/828 8.57% 近世（アイヌ）文化期 D=282/4600 6.13%

分類群 点数 割合 分類群 点数 割合 分類群 点数 割合
1 編・織物 1 編・織物 1 編・織物
2 装身具 2 装身具 2 装身具
3 嗜好具 3 嗜好具 3 嗜好具
4 携帯具 8 9.09% 4 携帯具 4 5.63% 4 携帯具 86 30.50%
5 紡織具 5 紡織具 5 紡織具
6 食用具 6 食用具 6 食用具
7 調理具 7 調理具 7 調理具
8 建築具 8 建築具 8 建築具
9 家財具 22 25.00% 9 家財具 11 15.49% 9 家財具 41 14.54%
10 工作具 10 工作具 10 工作具
11 結束具 11 結束具 11 結束具
12 発火具 12 発火具 12 発火具
13 狩猟具 13 狩猟具 13 狩猟具
14 漁撈具 14 漁撈具 14 漁撈具
15 採集具 15 採集具 15 採集具
16 農耕具 16 農耕具 16 農耕具
17 家畜用具 0 0.00% 17 家畜用具 0 0.00% 17 家畜用具 0 0.00%
18 歩行具 18 歩行具 18 歩行具
19 馬具 19 馬具 19 馬具
20 運搬具 20 運搬具 20 運搬具
21 舟用具 21 舟用具 21 舟用具
22 祭祀・儀礼具 57 64.77% 22 祭祀・儀礼具 56 78.87% 22 祭祀・儀礼具 152 53.90%
23 慣習具 23 慣習具 23 慣習具
24 移入品 0 0.00% 24 移入品 0 0.00% 24 移入品 0 0.00%
25 加工材 25 加工材 25 加工材

第 5 表 –4　テーマ別木製品出現率 ( 道具群［分類 3］別）

分類3＋分類E（外交・交易）
擦文文化期 E=107/2093 5.11% 中世（アイヌ）文化期 E=68/828 8.21% 近世（アイヌ）文化期 E=537/4600 11.67%

分類群 点数 割合 分類群 点数 割合 分類群 点数 割合
1 編・織物 3 2.80% 1 編・織物 0 0.00% 1 編・織物 0 0.00%
2 装身具 5 4.67% 2 装身具 0 0.00% 2 装身具 2 0.37%
3 嗜好具 0 0.00% 3 嗜好具 0 0.00% 3 嗜好具 7 1.30%
4 携帯具 3 2.80% 4 携帯具 0 0.00% 4 携帯具 0 0.00%
5 紡織具 5 紡織具 5 紡織具
6 食用具 12 11.21% 6 食用具 11 16.18% 6 食用具 103 19.18%
7 調理具 7 調理具 7 調理具
8 建築具 8 建築具 8 建築具
9 家財具 71 66.36% 9 家財具 56 82.35% 9 家財具 369 68.72%
10 工作具 10 工作具 10 工作具
11 結束具 11 結束具 11 結束具
12 発火具 12 発火具 12 発火具
13 狩猟具 13 狩猟具 13 狩猟具
14 漁撈具 6 5.61% 14 漁撈具 1 1.47% 14 漁撈具 0 0.00%
15 採集具 15 採集具 15 採集具
16 農耕具 16 農耕具 16 農耕具
17 家畜用具 17 家畜用具 17 家畜用具
18 歩行具 0 0.00% 18 歩行具 0 0.00% 18 歩行具 2 0.37%
19 馬具 19 馬具 19 馬具
20 運搬具 20 運搬具 20 運搬具
21 舟用具 0 0.00% 21 舟用具 0 0.00% 21 舟用具 0 0.00%
22 祭祀・儀礼具 0 0.00% 22 祭祀・儀礼具 0 0.00% 22 祭祀・儀礼具 5 0.93%
23 慣習具 23 慣習具 23 慣習具
24 移入品 7 6.54% 24 移入品 0 0.00% 24 移入品 46 8.57%
25 加工材 0 0.00% 25 加工材 0 0.00% 25 加工材 0 0.00%

第 5 表 –5　テーマ別木製品出現率 ( 道具群［分類 3］別）
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